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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究は，炭素量を変化させたフェライト鋼に微小き裂を導入した疲労試験を行い，疲労き裂

の伝ぱ挙動解析と破面のフラクトグラフィ解析による疲労き裂の伝ぱ・停留に関する疲労メカニ

ズムの検討を通して，炭素などの固溶元素により疲労き裂伝ぱ特性が大きく変化する可能性を示

したものである．著者が示した成果は，機械工学上寄与するところが大きい．よって本論文は博

士（工学）に値するものと認める． 

 

 

 

 

 

 

 

 


